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釈尊臨終の地
クシナガラ

釈
尊
が
荼
毘
に
付
さ
れ
た
場
所
に
残
る
ラ
マ
バ
ー
ル
塚
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ニ
ル
バ
ー
ナ
寺
院
の
涅
槃
像



名古屋の製薬会社がクシナガラ
に寄付した病院。看板に漢字が
書かれている

ケサリア塔の上部はくずれ
落ちている。塔の中腹に残
る悟りを開いた時の釈尊像

釈
豚
は
王
舎
城
か
ら
北
西
に
向
け
て
歩
み
始
め
、

故
郷
カ
ピ
バ
ラ
ヴ
ヴ
ァ
ス
ツ
に
向
か
わ
れ
、
い
く
つ

か
の
川
を
越
え
ら
れ
た
。

通
ら
れ
た
町
や
村
は
経
典
に
詳
し
い
。
そ
し
て
、

次
々
に
記
さ
れ
る
名
前
は
す
べ
て
現
在
の
名
前
と
一

致
し
て
い
る
。

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
を
過
ぎ
て
も
、
な
お
釈
雌
に
つ
い

て
く
る
信
者
た
ち
に
名
残
惜
し
い
が
帰
る
よ
う
促
す

た
め
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
郊
外
の
現
在
の
ケ
サ
リ
ア
塔

の
付
近
に
川
を
造
り
あ
き
ら
め
さ
せ
た
、
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

現
在
で
も
塔
の
周
辺
は
湿
地
帯
で
あ
る
。

さ
ら
に
進
み
、
途
中
チ
ュ
ン
ダ
信
者
の
供
養
し
た

き
の
こ
料
理
の
た
め
病
気
に
な
っ
た
が
、
ど
う
に
か

ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
着
か
れ
た
。
そ
こ
で
釈
尊
は
サ
ラ
樹

の
下
で
休
ま
れ
た
。

こ
の
樹
は
と
て
も
固
く
、
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
、
高

く
な
る
。
こ
の
樹
の
下
で
釈
尊
は
亡
く
な
ら
れ
る
が
、

そ
の
時
、
サ
ラ
の
樹
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
枝
が
白
く
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ストゥーパの奥にサラ樹が
植えてある

ニルバーナ寺院。もがメイン
ストゥーパ、左が涅槃像が祀
られているニルバーナ寺院
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な
り
、
遠
く
か
ら
見
る
と
鶴
の
群
に
見
え
た
の
で
鶴

の
林
と
呼
ば
れ
た
。

ま
た
、

ヒ
ラ
ヌ
ヤ
バ
テ
イ
川
の
近
く
で
亡
く
な
ら

れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
イ
ン
ド
で
は

長
生
き
の

8
0歳
で
あ
っ
た
。

亡
く
な
ら
れ
る
前
に
弟
子
た
ち
の
、
こ
れ
か
ら
は

何
を
拠
り
所
と
す
る
か
と
の
問
い
か
け
に
、
私
の
説

い
た
教
え
、
自
分
た
ち
の
信
条
を
頼
り
に
せ
よ
と
説

か
れ
た
。
法
灯
明
、
自
灯
明
で
あ
る
。
「
灯
明
」
の

原
語
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
灯
火
を
、
パ
ー
リ

語
で
は
川
の
中
洲
を
意
味
す
る
。

釈
蒻
の
遺
体
は
弟
子
た
ち
全
員
が
到
着
し
た
後
、

金
、
銀
、
鉄
の
棺
に
納
め
ら
れ
火
葬
さ
れ
た
。
遺
骨

は
ド
ロ
ー
ナ
と
い
う
人
に
よ
り
八
等
分
さ
れ
、
八
か

所
に
塔
が
建
て
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
ド
ロ
ー
ナ
と

は
重
さ
の
単
位
を
意
味
す
る
の
で
、
普
通
名
詞
が
固

有
名
詞
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

後
世
の
絵
画
、
い
わ
ゆ
る
涅
槃
図
を
見
る
と
、
臨

終
の
場
面
に
何
故
か
猫
が
い
な
い
。
伝
説
に
よ
る
と
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ヒンドゥー教では亡くなった人が
住むためにこうした家を建てる。
この習慣はクシナガラだけである

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和

7

年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
3
4
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
1
4
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

3
8
年
、
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、
4
0
有
余
回
。
著
書
に
7
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
j
‘
n釈
尊
の
生
涯
」
な
ど
多
数
。

ニ
ル
バ
ー
ナ
寺
院
の
涅
槃
像

釈
尊
の
母
が
薬
を
天
か
ら
投
げ
た
が
高
い
木
の
枝
に

引
っ
か
か
っ
て
落
ち
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
鼠
が
取
ろ

う
と
し
た
が
猫
が
邪
魔
を
し
て
取
り
に
行
け
ず
、
釈

尊
が
早
く
亡
く
な
っ
た
た
め
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
話
は
日
本
の
干
支
に
猫
が
い
な
い
こ
と
を
思
い

出
さ
せ
る
。

七
世
紀
に
こ
の
地
を
訪
ね
た
玄
笑
三
蔵
は
そ
の
著

『
大
唐
西
域
記
』
に
、
ヒ
ラ
ヌ
ヤ
バ
テ
ィ
川
の
西
岸

に
近
い
と
こ
ろ
に
サ
ラ
樹
が
四
本
あ
る
と
記
す
。
そ

ば
に
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
立
て
た
塚
と
塔
も
あ
る
と
も

記
さ
れ
て
い
る
が
現
存
し
て
い
な
い
。

釈
尊
を
荼
毘
に
付
し
た
と
こ
ろ
に
ラ
マ
ー
ズ
塚
と

い
う
名
前
の
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
巨

大
な
釈
尊
の
横
に
な
っ
た
像
を
祀
る
涅
槃
堂
が
あ
る
。

ま
た
、
発
掘
さ
れ
た
遺
骨
を
収
め
た
舎
利
容
器
は
、

ピ
プ
ラ
ヴ
ァ
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
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